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告
知
板

▼
２
０
１
６

年
は
日
本
国

憲
法
公
布
70

年
の
年
で

す
。
立
憲
主

義
に
立
脚

し
、
国
民
主

権
、
基
本
的

人
権
の
尊

重
、
恒
久
平

和
主
義
の
３
つ
を
基
本
原
理

と
す
る
世
界
に
誇
れ
る
憲
法

で
す
。
そ
れ
な
の
に
戦
争
法

の
成
立
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の

蔓
延
、
貧
困
の
拡
大
、
自
治

体
首
長
に
よ
る
職
員
い
じ
め

・
組
合
敵
視
の
広
が
り
。
憲

法
が
踏
み
に
じ
ら
れ
て
ば
か

り
で
す
。
▼
沖
縄
で
は
体
を

張
っ
た
、
辺
野
古
の
米
軍
新

基
地
建
設
を
許
さ
な
い
た
た

か
い
が
、
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
月
24
日
投
票

の
、
宜
野
湾
市
長
選
挙
で
必

ず
勝
利
し
な
く
て
は
!!
▼
一

つ
ひ
と
つ
の
た
た
か
い
を
積

み
重
ね
、
た
と
え
少
し
ず
つ

だ
と
し
て
も
、
憲
法
を
国
民

の
手
に
取
り
戻
し
て
い
く
。

そ
ん
な
一
年
に
と
、
頑
張
り

ま
す
。 天満でとどけ研修・学習会などにご利用ください
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憲法を
いかし

、

最高裁は
正義を貫

け!!
大
阪
市
は
、憲
法
を
尊
重
し

労
働
者
と
住
民
の
権
利
を
守
れ
！

大阪市長
が謝罪文

2016年春闘「怒りの労働者行動」
　１月20日（水）終日

2016年春闘学習決起集会
　２月16日（火）18：30～、国労会館大会議室

非正規春闘パレード（仮称）
　２月26日（金）18：45～、女神像前

橋
下
市
長
が
市
労
組
に

「
謝
罪
文
」を
手
交最

高
裁
へ
独
自
に
要
請

最
高
裁
包
囲
行
動
に

２
５
０
人
の
仲
間

　

12
月
15
日
、
橋
下
大
阪
市

長
（
当
時
）
は
、
組
合
事
務

所
の
使
用
を
不
許
可
と
し
た

こ
と
は
不
当
労
働
行
為
で
あ

る
と
認
め
た
大
阪
府
労
委
・

中
労
委
の
命
令
に
従
い
、
大

阪
市
役
所
労
働
組
合
に
対

し
、「
今
後
、
こ
の
よ
う
な

行
為
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う

に
い
た
し
ま
す
」
と
の
文
書

を
手
交
し
ま
し
た
。

　

12
月
５
日
～
６
日
、
１

０
０
人
超
の
参
加
で
役
員

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
関
西
勤
労
協
副
会
長

の
中
田
進
先
生
よ
り
「
労

働
者
と
は
何
か　

な
ぜ
労

働
組
合
を
つ
く
る
の

か
？
」
と
題
し
て
、
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
６
つ
の

分
散
会
で
は
講
演
の
感
想

を
出
し
合
い
、
理
解
を
深

め
合
い
ま
し
た
。

　

班
ご
と
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
・
遅

く
ま
で
続
い
た
懇
親
会

で
、
た
っ
ぷ
り
交
流
。
参

加
者
か
ら
「
も
っ
と
学
習

し
て
、
仲
間
を
増
や
し
た

い
。」「
職
種
や
視
点
の
違

う
人
と
話
が
出
来
、
刺
激

を
も
ら
っ
た
」
な
ど
、
感

想
が
寄
せ
ら
れ
、
し
っ
か

り
学
び
、
交
流
出
来
る
セ

ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
17
日
、
大
阪
労
連
・

大
阪
自
治
労
連
・
市
労
組
連

・
市
労
組
な
ど
は
、
最
高
裁

に
組
合
事
務
所
事
件
の
上
告

受
理
と
公
正
な
審
理
を
求
め

る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
要

請
で
は
、「
大
阪
市
は
、
中

労
委
命
令
を
受
け
入
れ
、
す

で
に
謝
罪
し
て
い
る
。
不
当

　

12
月
18
日
に
は
、
全
労
連

と
最
高
裁
に
上
告
さ
れ
て
い

る
６
つ
の
事
件
の
争
議
団
の

共
同
で
、「
12
・
18
最
高
裁

包
囲
行
動
」
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
２
５
０
人
が
最
高
裁

を
包
囲
す
る
も
と
で
、
全
労

連
と
各
争
議
団
が
、
最
高
裁

と
通
行
す
る
人
な
ど
に
訴
え

を
し
ま
し
た
。

　

最
高
裁
の
こ
の
間
の
判
決

　

大
阪
市
は
、
不
当
労
働
行

為
を
認
め
る
の
な
ら
ば
、
組

合
事
務
所
の
使
用
を
直
ち
に

許
可
す
べ
き
で
す
。
し
か

し
、
組
合
事
務
所
の
使
用
不

　

「
働
き
が
い
の
あ
る
人
間

ら
し
い
仕
事
」
を
求
め
、
毎

月
第
３
金
曜
日
に
行
っ
て
い

る
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
宣

伝
。
12
月
は
淀
屋
橋
に
て
19

人
で
行
い
ま
し
た
。
当
日
は

橋
下
大
阪
市
長
（
当
時
）
の

退
任
日
で
あ
り
、
ま
た
大
阪

市
労
組
連
・
大
阪
市
労
組
の

組
合
事
務
所
問
題
で
、
最
高

裁
判
所
へ
の
要
請
行
動
日
で

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
連

帯
し
て
「
大
阪
市
は
二
度
と

不
当
労
働
行
為
を
繰
り
返
す

な
！
」「
職
員
へ
の
団
結
権

・
人
権
の
侵
害
を
や
め

よ
！
」「
職
員
が
市
民
の
暮

ら
し
を
守
る
た
め
に
、
安
心

し
て
働
く
こ
と
の
出
来
る
職

場
を
！
」
と
、
大
阪
市
役
所

へ
強
く
訴
え
ま
し
た
。

労
働
行
為
を
認
め
て
い
る
の

に
、
大
阪
高
裁
の
異
常
な
判

決
だ
け
が
残
っ
て
い
る
お
か

し
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
」

こ
と
な
ど
を
強
調
し
ま
し

た
。
要
請
に
は
、
全
国
の
民

間
単
産
や
公
務
単
産
も
参
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

要
請
を
補
充
し
ま
し
た
。

が
、
憲
法
の
精
神
か
ら
逸
脱

し
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
も
、「
憲
法
27
条

と
28
条
を
守
り
、
労
働
者
の

立
場
に
た
っ
た
判
断
を
示

せ
」
と
迫
り
ま
し
た
。

　

大
阪
か
ら
は
、
17
日
の
晩

か
ら
バ
ス
を
配
置
し
、
現
地

集
合
の
人
も
含
め
25
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

▲最高裁包囲行動に250人が参加
▶�

橋
下
市
長
の
謝
罪
文
を

市
労
組
に
手
交

12・18
最高裁包囲行動

「歴史に学び、
　　歴史をつくる」

市民のために
働ける市役所に

許
可
事
件
は
、
最
高
裁
へ
上

告
さ
れ
た
ま
ま
、
い
ま
だ
に

解
決
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

12
月
18
日
に
橋
下
市
長
が
退

任
し
ま
し
た
が
、
い
ま
か
ら

で
も
直
ち
に
組
合
事
務
所
の

使
用
を
許
可
し
、
不
当
な
労

働
行
為
を
解
消
す
べ
き
で

す
。

第14回役員セミナー開催!!
12/18、大阪市役所前で
ディーセントワーク宣伝

12月
15日


